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改善の内容 

全車両、燃料リターンパイプの固定構造を変更するとともに、燃料リターンパイプを新品と 

交換する。 

改善前 

 

改善後 

 

 

 

 

注：図中の    内は交換または追加する部品を示す。 

 

 識別：助手席側ドアチェック取り付けボルト頭部に白または黄色のペイントを塗布する。 

基準不適合発生箇所

エンジンの燃料装置において、燃料リターンパイプの固定構造が不適切なため、エンジン

振動により当該パイプ固定部の応力が高くなるものがある。そのため、そのまま使用を続け

るとパイプに亀裂が発生し、燃料が漏れるおそれがある。 

燃料リターンパイプ 固定ブラケット追加(２箇所) 


